
令和７年度

第1回湯沢町職員採用試験案内
（令和８年度採用）

湯沢町総務部総務課

〒949-6192　南魚沼郡湯沢町大字神立300番地

TEL 025-784-3451

☆受付期間 ５月１２日（月）～６月６日（金）

☆第次試験日 ７月１３日（日）

次のとおり湯沢町職員採用試験を行います。

１．職種、受験資格及び採用予定人数

◎欠格条項

　次のいずれかに該当する者は受験できません。

令和7年5月12日

・日本の国籍を有しない人
・拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるま
　での者
・湯沢町の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破
　壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

職種 受験資格 採用予定人数

一般事務
※大卒程度

　平成7年4月2日から平成16年4月1日までに生
まれた方

若干名

土木技術職
※大卒程度

　平成7年4月2日から平成16年4月1日までに生
まれた方で、以下のいずれかに該当する方

・学校教育法による高等学校の土木技術に関
　する専門課程を履修し卒業された方

・学校教育法による大学の土木工学系の過程
　を履修し卒業された方又は、令和8年3月31
　日までに卒業見込の方

・令和7年4月1日時点において、民間企業等に
　おける土木関係の設計等の職務経験が通算
　して1年以上ある方

若干名

保健師
昭和55年4月2日以降に生まれ、保健師の資格を
有しているか令和8年3月末日までに取得見込み
の方

若干名

保育士
平成7年4月2日以降に生まれ、保育士資格及
び幼稚園教諭普通免許を有しているか令和8年3
月末日までに取得見込みの方

若干名

※大卒程度とは、大学卒業者が対象ということではなく、試験問題の程度が大学卒業程度
であるという意味です。受験資格をみたしていれば受験可能です。



２．試験の日時・試験場

※第2次試験の日時等については、第1次試験の合格者に通知します。

３．試験の方法

（１）第1次試験

区分 日時 試験場

第1次試験

令和7年7月13日（日）

受付時間　午前9時から

　　　    　　午前9時40分まで

試験開始　午前10時

・新潟会場　新潟県自治会館（新

　潟市中央区新光町4-1）

・東京会場　全国町村会（東京都

　千代田区永田町1-11-35）

第2次試験 令和7年9月中旬の予定 湯沢町役場

試験職種 試験種別 時間 内容

職務能力
試　　　験

60分

・地方行政への関心と理解
・文章を正確に理解し、事務を円滑に遂行する
　能力
・論理的に思考し、判断する能力
・現状や統計等の資料を分析し、課題を発見する
　能力
・国内外の社会情勢への理解と新たな課題（地球
　環境、ICT化等)に対応するための基礎知識
　60題

職務適応性
検　　　　査

20分
公的部門の職員としての職務への適応性を、ポイ
ントを絞って性格傾向の面からみる　　150項目

専門試験 120分
憲法、行政法、民法、経済学、財政学、社会政策、
政治学、行政学、国際関係　40題

職務能力
試　　　験

60分

・地方行政への関心と理解
・文章を正確に理解し、事務を円滑に遂行する
　能力
・論理的に思考し、判断する能力
・現状や統計等の資料を分析し、課題を発見する
　能力
・国内外の社会情勢への理解と新たな課題（地球
　環境、ICT化等)に対応するための基礎知識
　60題

職務適応性
検　　　　査

20分
公的部門の職員としての職務への適応性を、ポイ
ントを絞って性格傾向の面からみる　　150項目

専門試験 120分
数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、測量、
土木計画（都市計画を含む。）、材料・施工　30題

一般事務
※大卒程度

土木技術職
※大卒程度



（２）第2次試験

第１次試験の合格者に対して面談試験などを行います。

試験職種 試験種別 時間 内容

職務能力
試　　　験

60分

・地方行政への関心と理解
・文章を正確に理解し、事務を円滑に遂行する
　能力
・論理的に思考し、判断する能力
・現状や統計等の資料を分析し、課題を発見する
　能力
・国内外の社会情勢への理解と新たな課題（地球
　環境、ICT化等)に対応するための基礎知識
　60題

職務適応性
検　　　　査

20分
公的部門の職員としての職務への適応性を、ポイ
ントを絞って性格傾向の面からみる　　150項目

専門試験 90分
公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療
福祉行政論　30題

職務能力
試　　　験

60分

・地方行政への関心と理解
・文章を正確に理解し、事務を円滑に遂行する
　能力
・論理的に思考し、判断する能力
・現状や統計等の資料を分析し、課題を発見する
　能力
・国内外の社会情勢への理解と新たな課題（地球
　環境、ICT化等)に対応するための基礎知識
　60題

職務適応性
検　　　　査

20分
公的部門の職員としての職務への適応性を、ポイ
ントを絞って性格傾向の面からみる　　150項目

専門試験 90分

社会福祉、子ども家庭福祉（社会的用語を含む。）
保育の心理学、保育原理、保育内容、子どもの保
健　※障害児保育については、上記のいずれかの
分野で出題することがあります。　30題

保健師

保育士



４．合格の発表

５．合格から採用まで

６．給与

（１）給与は、湯沢町職員の給与に関する条例の規定により支給します。

７．受験手続

（１）受験申込書の請求及び提出先

湯沢町役場総務部総務課 (湯沢町役場２階)　TEL:025-784-3451

〒949-6192　　新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立300番地

・一般事務・土木技術職
　　　22歳大学卒　給料月額　２２０，０００円　（税等込み）
　
・保健師
　　　22歳大学卒　給料月額　２５５，４００円　（税等込み）

・保育士
　　　22歳大学卒　給料月額　２１３，６００円　（税等込み）
　　　20歳短大卒　給料月額　２０１，０００円　（税等込み）
　ただし、採用時には、この額が変更されることがあります。（職歴など、採用前の経歴
　に応じて、一定の基準により加算があります。）

この試験の結果について開示を希望する場合は、受験者本人が受験票を必ず持参のうえ、下
記の開示場所へお越しください。
なお、電話等による請求では開示できません。

・開示期間　　第1次試験及び第2次試験ともに、合否通知発送日の翌日から開示します。
　なお、合否発表日前や合否通知発送日から1か月を経過した後は請求できません。
・受付期間　　土日及び祝日を除く午前8時30分から午後5時15分

・この試験による採用は、最終合格者の中から決定するものであり、令和8年4月1日を最初の
　採用の日とします。ただし、合格者全員が必ず採用されるとは限りません。
・合格者のうち受験申込に際し、虚偽のあった者は採用しません。

区分 時期 方法

第１次試験合格者 令和7年7月下旬の予定

第２次試験合格者 令和7年9月中旬の予定

湯沢町役場掲示板に合格
者の受験番号を掲示するほ
か、合格者に通知をします。

開示請求
できる者

開示内容 開示場所

第１次試験
の不合格者

第1次試験
科目別得点、総合得点及
び順位

第2次試験 得点及び順位

第1次試験の科目別得点、総合得点及び
順位

第２次試験
の不合格者

　湯沢町役場総務課
　湯沢町大字神立300番地



（２）申込方法

　

（３）受付期間及び受付時間

（４）その他

８．受験にあたっての注意事項

（１）試験当日は、次のものを忘れずに持参してください。

（２）駐車場の用意はありません。自家用車はご遠慮ください。

（３）試験場は、全面禁煙です。

（５）車椅子で受験する場合は、総務部総務課に連絡ください。（TEL:025-784-3451）

ア　受験票
イ　筆記用具（ＨＢ黒鉛筆、消しゴム、鉛筆削り）

（４）試験場の備品には絶対に手を触れないでください。
　　 なお、器物等を破損した場合は、受験者の責任において原状回復していただきます。

・受験申込書に所要事項を記入、押印し、写真（縦4cm、横3cm）1枚を貼り、他に2枚（裏
　面に氏名を記入）を添付して湯沢町役場総務部総務課に直接持参するか郵送してくだ
　さい。

・令和7年5月12日（月）から令和7年6月6日（金）まで。
　郵送の場合は、6月6日(締切日)までの消印のあるものに限り受け付けます。
・午前8時30分から午後5時15分まで受け付けます。
 （ただし土曜日、日曜日及び祝日を除きます。）

・申込用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「職種＋申込書請求」と朱書し、110円
　切手（速達を希望する場合、その料金を加えること。）を同封してください。
・申込書を郵送で提出する場合は、封筒の表に｢職種＋申込書在中｣と朱書し、書留郵
　便等確実な方法で提出してください。普通郵便による郵送で事故が発生した場合の責
　任は負いません。
・受験票は、7月8日頃までに郵送するので、試験当日は必ず持参してください。


